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神経内科ハンドブックの初版は

1987年４月に発行された。ちょうど

私は卒後５年目で神経内科専門医

（当時は認定医）試験受験の直前で

あった。コンパクトでありながら，

読みやすい文章で多くの情報が無駄

なく偏りなく取り上げられており，

短時日で読みとおしてしまった。試

験に役立ったのはいうまでもない

が，それよりもベッドサイドでこれ

ほど実践的な教科書はこれまでな

かったのではないかという強い印象

を受けた。最も目を瞠ったのは，編

集者の水野美邦先生ご自身が執筆さ

れ，第４版でもそのエッセンスは変

わっていない神経学的診察法と局所

診断の項目であった。臨床に有用な

神経解剖・神経生理の記載が充実し

ているだけでなく，初心者にやさし

く語りかけるようなアドバイスも書

き込まれている。例えば局所診断の

章の最初に掲げられている「経験者

は複雑な症候の患者をみても，すぐ

どの辺りに障害があるか見当がつく

が，初心者は末梢から順に考えてい

くとよい」という金言は，後に水野

先生の病棟回診を見学する機会を得

て，難しい症例に関しては水野先生

ご自身がそのとおり実践されている

のを目の当たりにすることができ

た。

初版の序文に書かれている「卒業

後比較的年月が浅く，熱意に燃えて

臨床研修を行っている方々に読んで

いただきたい」という意図は十分達

せられ，多くの読者の支持を得て版

を重ね，このたびの第４版発行に

至った。第４版から新規に追加され

た点を列挙してみると，３章「症候

から鑑別診断へ」に，「３．睡眠障害」

「16．排尿排便障害・性機能障害」を

追加，５章「診断と治療」の「５．

炎症性疾患」を「６．感染症疾患」

「７．自己免疫性疾患」に分割，「15．

神経筋接合部疾患」を「13．筋疾患」

から独立させてある。また６章「基

本的治療法・手技」に，「４．公的支

援制度」を新しく設けてあり，わが

国の神経内科医が患者の助けになる

うえで必要な基本事項はすべて盛り

込まれているといってよい。

全般的な特徴を述べてみると，順

天堂大学脳神経内科のスタッフを中

心にさまざまな領域の専門家が執筆

者に名を連ねており，どの各論にも

最新の知見に基づいた充実した記載

が心がけられている。神経学の基本

的診察から症候学，病理・電気生理

学・分子病態，治療などあらゆる事

項を網羅する教科書は類書がない。

また索引が充実しているため辞書的

に用いることが容易で，日々の臨床

で生じた疑問をすぐに解決できる。

さらに進んだ知識を得るために足掛

かりとなる，参考文献情報もアップ

デートされており豊富である。日常

診療に用いる場合，目の前の患者の

症候学から鑑別診断を本書で調べ，

詳細な検査を追加し，また，診断が

ついた後は本書に従い治療を行うこ

とも可能なほど詳細な記載がある。

MerrittやAdamsの教科書に匹

敵するほどの充実した内容がありな

がら，それがコンパクトな記載でハ

ンドブックの形態に収められている

のも，ベッドサイドで使いやすいよ

うに，との配慮であろう。ただ，版

を重ねるにつれ，持ち運ぶには少々

重くなっているので，私はオフィス

と自宅に一冊ずつ置いて，いつでも

参照できるようにしている。既にわ

が国の標準的な教科書の地位を確立

した本書であるが，これからも多く

の若者が本書によって優れた神経内

科医に育ってくれることを願う。
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